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滷広報くろしお  №1　平成18年4月 創刊号

　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日
、大
方

町
と
佐
賀
町
が
合
併
し
、新
し
く
「
黒

潮
町
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
新
町
の
開
庁
式
典
が
、
本
庁
を
置

く
大
方
庁
舎
と
、
佐
賀
庁
舎
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
　

　
開
庁
式
は
、
旧
町
長
お
よ
び
助
役
、

議
員
、
そ
の
他
行
政
関
係
者
等
約
百

人
が
出
席
し
、
町
長
職
務
執
行
者
で

あ
る
池
本
明
生
旧
佐
賀
町
長
の
挨
拶

の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
新
町
銘
板

の
除
幕
、
く
す
玉
割
り
を
し
て
新
町

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。�

　
「
皆
さ
ま
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
よ
い
よ
、
本
日
か
ら
黒
潮
町

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
新
た
な
出
発
と
な
る
記
念
す
べ
き

日
を
迎
え
、
身
も
心
も
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　
こ
の
記
念
す
べ
き
式
典
に
、
ご
参

集
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
心
か

ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
黒
潮
町
の
将
来
像
は
、
地
域
に
あ

る
自
然
・
産
業
・
文
化
な
ど
の
魅
力

を
活
か
し
な
が
ら
、
住
民
と
行
政
が

協
働
し
て
、
個
性
が
あ
り
、
元
気
で
、

温
か
み
の
あ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
標
に
掲
げ
、
人
が
元
気
、
自
然

が
元
気
、
地
域
が
元
気
な
町
に
発
展

す
る
こ
と
で
す
。

　
国
政
を
は
じ
め
地
方
行
政
は
大
き

く
揺
れ
動
い
て
お
り
、
特
に
地
方
の

財
政
は
国
の
財
政
改
革
の
う
ね
り
の

中
で
、
財
源
確
保
が
非
常
に
厳
し
い

環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
難
局
の
中
で
、
我
々

は
市
町
村
合
併
の
選
択
を
し
ま
し
た
。

　
町
が
掲
げ
た
「
黒
潮
町
建
設
計
画
」

を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
全
町
民

が
一
体
と
な
り
、
黒
潮
町
の
財
務
体

質
を
再
点
検
し
、
財
政
の
健
全
化
に

向
け
た
改
革
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
に
職
員
の
意
識
の
高

揚
と
住
民
な
ら
び
に
議
会
が
一
体
と

な
り
、
自
治
運
営
を
確
立
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
旅
立
ち
の
日
に
あ
た
り
、

住
民
の
融
和
と
英
知
を
集
結
し
、
更

な
る
発
展
を
願
い
、
行
政
の
効
率
的

な
財
政
運
営
を
図
り
、
黒
潮
町
の
行

財
政
基
盤
を
強
化
し
、
こ
の
町
が
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
御
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。」

　
平
成
十
八
年
三
月
二
十
日

　
　
　
黒
潮
町
長
職
務
執
行
者
　

池
本
　
明
生

　
黒
潮
町
建
設
計
画
は
、
大
方
町
、

佐
賀
町
の
合
併
に
よ
る
新
町
の
ま
ち

づ
く
り
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の
計

画
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
町

の
速
や
か
な
一
体
化
を
促
進
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
と
地
域
全
体
の
均
衝

あ
る
発
展
を
図
る
も
の
で
す
。

　新
町
の
将
来
像

　
本
地
域
が
、
未
来
に
向
け
、
ゆ
と

り
や
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
住
民
生

活
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に

あ
る
自
然
・
産
業
・
文
化
な
ど
の
地

域
の
魅
力
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域

住
民
と
行
政
と
が
協
働
し
て
、
個
性

あ
る
、
元
気
で
、
温
か
み
の
あ
る
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

新
町
建
設
の
基
本
方
針

　
新
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
が
元

気
、
自
然
が
元
気
、
地
域
が
元
気

黒
潮
町
」
の
実
現
に
向
け
て
、
次
の

基
本
方
針
の
も
と
に
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

●
人
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
新
町
で
は
、
高
齢
者
や
子
育
て
支

援
な
ど
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新

地
域
産
業
の
育
成
・
構
築
、
文
化
活

動
や
行
政
改
革
を
推
進
し
、
あ
ら
ゆ

る
面
で
人
が
元
気
に
い
き
い
き
と
、

支
え
合
い
暮
ら
せ
る
、
活
力
の
あ
る

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

●
自
然
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
本
地
域
は
、
海
や
山
や
川
な
ど
の

豊
か
な
自
然
と
景
観
に
加
え
、
自
然

か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
恵
み
あ
ふ
れ
る

地
域
で
す
。
新
町
で
は
、
豊
か
な
地

域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
開
発
や
地

域
交
流
の
推
進
、
新
地
域
産
業
を
興

し
、
住
民
の
心
の
ゆ
と
り
と
豊
か
な

生
活
環
境
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
元

気
な
生
活
環
境
を
育
み
、
活
気
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
地
域
が
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

は
住
民
で
あ
り
、
愛
着
と
誇
り
を
感

じ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
を
形
成

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の

た
め
、
住
民
が
主
役
と
な
る
開
か
れ

た
行
財
政
運
営
を
推
進
し
、
新
町
の

自
主
自
立
に
向
け
た
財
政
基
盤
の
確

立
を
図
る
た
め
、
情
報
公
開
の
拡
充

や
広
聴
広
報
活
動
の
促
進
、
住
民
参

加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、

住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

新
町
「
黒
潮
町
」
誕
生

黒潮町長職務執行者

池　本　明　生

黒
潮
町
建
設
計
画

黒
潮
町
長
職
務
執
行
者
あ
い
さ
つ

黒潮町建設計画
（平成17年3月発行）
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広報くろしお  №1　平成18年4月 創刊号澆

市野々川

本庁/大方総合支所

佐賀総合支所

黒潮町の面積188.39裄

佐賀橘川

市野瀬

拳ノ川

鈴

中ノ川

熊野浦
不破原

佐賀

白濱

熊井

小黒ノ川

荷稲
川奥

伊與喜

藤縄

灘

住民基本台帳人口と世帯数

人　口　14,157人（男性6,675人　女性7,482人）

15歳未満の年少人口　1,530人（比率10.8％）

65歳以上の老齢人口　4,478人（比率31.6％）

世帯数　5,753世帯

（平成18年3月20日現在）

わがまちデータわがまちデータ

（男性778人　女性752人）

（男性1,791人　女性2,387人）

行政区名

　　灘　　（なだ）

伊　田　浦（いだうら）

伊　田　郷（いだごう）

有　井　川（ありいがわ）

上川口浦（かみかわぐちうら）

上川口郷（かみかわぐちごう）

王　　迎（おおむかえ）

王　　無（おおなし）

蜷　　川（みながわ）

浮　　津（うきつ）

　　鞭　　（ぶち）

口　湊　川（くちみなとがわ）

奥　湊　川（おくみなとがわ）

小　　川（おがわ）

田　　村（たむら）

加持本村（かもちほんむら）

本　　谷（ほんたに）

大　屋　式（おおやしき）

大　井　川（おおいがわ）

早　　咲（はやさき）

浜　の　宮（はまのみや）

　　町　　（まち）

万　　行（まんぎょう）

入野本村（いりのほんむら）

錦　　野（にしきの）

　　芝　　（しば）

馬　　荷（うまに）

大方橘川（おおがたたちばながわ）

御　坊　畑（おんぼうばた）

上田の口（かみたのくち）

緑　　野（みどりの）

下田の口（しもたのくち）

田　野　浦（たのうら）

出　　口（いでぐち）

誠　心　園（せいしんえん）

生　華　園（せいかえん）

シーサイドホーム

28

144

62

124

148

83

76

32

184

102

420

47

61

57

82

59

14

40

24

298

160

46

355

219

306

155

124

14

56

122

123

222

398

209

51

29

12

38

183

61

161

163

96

63

44

204

99

466

42

77

61

95

73

12

49

20

356

165

61

376

258

363

178

142

12

76

132

146

265

429

227

34

16

38

66

327

123

285

311

179

139

76

388

201

886

89

138

118

177

132

26

89

44

654

325

107

731

477

669

333

266

26

132

254

269

487

827

436

85

45

50

27

157

55

115

123

78

50

29

156

89

362

32

62

50

64

54

15

33

15

283

130

49

302

191

263

138

101

15

49

107

93

182

322

177

83

45

50

　　鈴　　（すず）

市　野　瀬（いちのせ）

佐賀橘川（さがたちばながわ）

拳　ノ　川（こぶしのかわ）

拳ノ川団地（こぶしのかわだんち）

荷　　稲（かいな）

川　　奥（かわおく）

小黒ノ川（こぐろのかわ）

中　ノ　川（なかのかわ）

不　破　原（ふばはら）

市野々川団地（いちののがわだんち）

市野々川（いちののがわ）

伊　與　喜（いよき）

熊　　井（くまい）

藤　　縄（ふじなわ）

熊　野　浦（くまのうら）

上　　分（かみぶん）

坂　　折（さこり）

馬　　地（うまじ）

下　　分（しもぶん）

町　　分（まちぶん）

大　和　田（おおわだ）

浜　　町（はままち）

明　　神（みょうじん）

会　　所（かいしょ）

横　　浜（よこはま）

白　　濱（しらはま）

かしま荘（かしまそう）

65

32

50

95

16

38

57

23

30

26

15

53

84

46

50

26

110

105

56

81

108

83

230

142

126

186

48

8

61

31

61

99

19

48

86

19

31

50

19

65

80

37

60

30

122

108

58

71

117

99

238

164

139

197

47

45

126

63

111

194

35

86

143

42

61

76

34

118

164

83

110

56

232

213

114

152

225

182

468

306

265

383

95

53

55

26

42

63

10

33

46

17

17

32

12

35

62

29

38

18

87

77

44

62

90

63

175

123

97

163

38

53

男性 女性 合計 世帯数

行政区名 男性 女性 合計 世帯数

黒潮町行政区別人口集計表（大方地域）

黒潮町行政区別人口集計表（佐賀地域）

伊田

有井川
上川口

蜷川

浮鞭

口湊川

奥湊川

加持

加持川
大井川

入野

馬荷 大方橘川

御坊畑

上田の口
下田の口

田野浦

出口



潺広報くろしお  №1　平成18年4月 創刊号

　
三
月
十
一
日
、
佐
賀
町
総
合
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
佐
賀
町
閉
町
記
念
式
典
を

行
い
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
約
百
八
十
名
の
行
政
・

議
会
関
係
者
ら
が
出
席
し
た
式
典
で
は
、

町
長
の
式
辞
、
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

町
政
功
労
者
表
彰
式
、
続
い
て
閉
町
に

際
し
て
佐
賀
中
学
校
の
生
徒
に
募
集
を

し
た
「
私
の
ふ
る
さ
と
佐
賀
町
」
と
題
し

た
作
文
の
優
秀
作
品
の
発
表
と
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
二
年
生
岡
平

真
潮
さ
ん
、
三
年
生
吉
田
梨
奈
さ
ん
に

よ
る
佐
賀
町
へ
の
熱
い
想
い
と
黒
潮
町

へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
作
文
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
町
旗
が
降
納
さ
れ
、佐

賀
町
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

それぞれの想いを胸に　閉町記念式典

佐
賀
町
閉
町
記
念
式
典

　
大
方
町
で
は
、
三
月
十
二
日
の
午
前
中
、

閉
町
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。
大
方

中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
記
念
式
典

に
は
、
町
内
外
か
ら
約
百
九
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
長
の
式
辞
、
町
議
会

議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
町
政
功
労
者

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
町
長
と

議
長
に
よ
る
町
旗
降
納
で
式
典
を
終
了

し
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
は
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
大
方
町
民
謡
ク
ラ
ブ
に

よ
る
踊
り
と
大
方
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
役
場
庁
舎
前
に

建
立
さ
れ
た
閉
町
記
念
碑
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
方
町
閉
町
記
念
式
典

記念冊子を発刊し各戸配布しました

佐賀町閉町記念誌

舳乗り一番黒潮一番
大方町閉町記念誌

自然からの贈り物

閉町式典で設けられた「黒潮一番地の部屋」では、昔の写真パネル（協力・
大塚伊勢男氏）や町広報紙などが展示され、佐賀町の名残を惜しむ参加
者の姿が見られました。閉町式典終了後、役場庁舎前にて、閉町記念碑の除幕式が行われました。

町旗降納の様子



例：障害基礎年金と老齢基礎・厚生年金の受給権がある場合

1 級障害：満額老齢基礎年金の125％
2 級障害：満額老齢基礎年金額←障害基礎年金①

これまでは①か②どちらかを選択。
この場合、①の方が高額になり本人の加入歴を活かせないケースが多い。そこで…

短い就労期間や低賃金の場合低額になる←

障害基礎年金受給中の保険料免除期間分が低額になる←

老齢厚生年金

老齢基礎年金
②

本人の加入歴を
給付に活かせる
新しい選択肢

③

障害基礎年金

老齢厚生年金

定額保険料

166,320円
（13,860円×12ヶ月）

163,370円
（2,950円おトク！）

83,160円
（13,860円×6ヶ月）

82,480円
（680円おトク！）

1年分

6ヶ月分

前納金額

《平成18年度保険料額》

※希望する月から平成19年3月分までの
　保険料を前納することもできます。

ね
ん
き
ん
相
談

ね
ん
き
ん
相
談

広報くろしお  №1　平成18年4月 創刊号潸

　
黒
潮
町
へ
の
合
併
を
期
に
、
戸
籍

事
務
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
効
率
化
・

近
代
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
三
月

十
一
日
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
を

し
て
い
ま
す
。

　
戸
籍
の
様
式
も
変
更
し
、
以
前
の

縦
書
き
の
文
章
形
式
か
ら
横
書
き
の

項
目
ご
と
の
記
載
と
な
り
、
証
明
さ

れ
る
内
容
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
よ
り

見
や
す
く
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
な
お
、
戸
籍
数
は
大
方
地
域
が
約

七
千
戸
籍
、
佐
賀
地
域
が
約
二
千
九

百
戸
籍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
、
六
十
五

歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
障
害
基
礎

年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
な
ど
を
併
せ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

※
新
た
に
障
害
基
礎
年
金
と
の
併
給

が
可
能
と
な
っ
た
年
金

（
老
齢
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生
年
金
・

退
職
共
済
年
金
・
遺
族
共
済
年
金
）

　
こ
れ
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
は
老

齢
や
死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

と
の
併
給
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
に
と
っ

て
は
、
就
労
し
て
自
ら
保
険
料
を
納

付
し
た
こ
と
が
年
金
給
付
に
反
映
さ

れ
に
く
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
そ
こ
で
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
働

い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
と

す
る
た
め
、
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢

厚
生
年
金
な
ど
の
併
給
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金

な
ど
を
併
せ
て
受
け
る
た
め
に
は
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
高
知
社
会
保
険
事
務

局
幡
多
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

便
利
で
お
ト
ク
な
「
前
納
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
一
定
期
間
分
の
国
民
年
金
保
険
料

を
ま
と
め
て
納
付
す
る
「
前
納
制
度
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が

割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

　
四
月
分
か
ら
の
前
納
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
四
月
に
社
会
保
険
庁
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料
納

付
案
内
書
」
に
添
付
さ
れ
た
前
納
用

納
付
書
で
、
五
月
一
日
（
月
）
ま
で

に
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
月
々
の
納
付
も
口
座
振
替
の
「
早

割
」
な
ら
月
額
五
十
円
お
ト
ク
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局 

幡
多
事
務
所

　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

― 

毎
月
第
二
木
曜
日 

―

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・

船
員
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
で
、

障
害
・
遺
族
・
老
齢
等
給
付

を
含
め
、
知
り
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で

年
金
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
に
対
応
し
て
い
た
だ

く
の
は
年
金
相
談
専
門
員
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所  

黒
潮
町
総
合
セ
ン
タ
ー

   

　 

一
階
　
第
一
研
修
室

（
黒
潮
町
役
場
佐
賀
庁
舎
前
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
総
合
支
所

　
　
　
　
　
町
民
課
窓
口
係

蕁
５
５
―
３
１
１
１（
直
通
）

戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

さ
れ
ま
し
た

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

コンピュータ化後、初の戸籍の交付の様子（大方庁舎）
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国保・老保会計国保・老保会計国保・老保会計みんなでささ
え
る vol.1

4月1日から健康保険法等の規定に基づいて

入院時の食事についての負担方法が変わりました。
4月1日から入院時の食事の負担が、1日単位から、1食単位に変更されました。

○選挙権を有する方
　・昭和61年4月24日までに生まれた方
　・平成18年1月17日までに転入した方  

で引き続き黒潮町に住所を有する方

　※4月10日以後に黒潮町内において転居された方は移転前の住所地の投票所で投票をおこな
ってください。

　※投票日までに町外に転出された方は投票できません。

○期日前投票
　仕事や用事などで、4月23日（日）の投票日当日に投票できない方は期日前投票ができます。
　・期日前投票所
　　　黒潮町保健福祉センター（黒潮町役場大方庁舎前）
　　　黒潮町役場佐賀庁舎
　・期日前投票の投票時間
　　　午前8時30分から午後8時まで
　・期日前投票期間　
　　　4月19日（水）から4月22日（土）まで
　
○お問い合わせ
　黒潮町選挙管理委員会　蕁43－2825（直通）

※上記の②および③に該当する方は、加入している医療保険の保険者（老人保健は居住地の市町村）の発行する減額
認定証を、被保険者証などに添えて医療機関の窓口に提出することにより、減額が受けられます。

※医療機関で提供される食事の内容が変わるものではなく、食事の負担額について、食数にかかわらず1日単位で計
算していたものを1食単位の計算に変更するものです。

このまちでキラキラ輝く　健康家族
○お問い合わせ
　大方総合支所　住民課国保係　　　蕁43－2800（直通）
　佐賀総合支所　町民課保険福祉係　蕁55－3112（直通）

4月23日（日）は黒潮町長選挙投票日です。
投票時間は午前7時から午後6時まで（一部午前7時から午後4時まで）

変更前 変更後

1日につき780円

1日につき300円

1食につき260円

1食につき100円

1日につき650円
（500円）

1食につき210円
（160円）

① 一般の方

③ ②のうち、所得が一定の基準に満たない70歳以上の方

② 市町村民税非課税の世帯に属する方（③以外の方）
　 （過去1年間の入院日数が90日を超えている場合）
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見 本

新しい介護保険証について

介護保険広報シリーズ①介護保険介護保険介護保険 ガイ ド
　みなさんこんにちは、介護保険係です。これから、介護保険の使い方や制度のお知らせな
どを、このコーナーで紹介していきますので、よろしくお願いします。

≪黒潮町の「新予防給付」は平成19年度から≫

　平成18年4月から「新予防給付」がスタートします。実施には2年間の経過措置があり、黒
潮町では平成19年度から行う予定です。
　「新予防給付」では、「要支援1」、「要支援2」の認定を受けた方を対象に、生活機能の改善
に向けた介護予防サービスを行います。黒潮町の方は、平成19年度から利用できます。

※その他の認定証など（負担限度額認定証、社会福祉法人等利用者負担軽減確認証など）も
新しくなっていますので、ケアマネジャーや、サービス事業者、施設の方にお見せください。

現在、要介護認定を申請している方の保険証は、認定結果と合わせてお送りします。
認定結果が出るまでお待ちください。

　65歳以上の方、40歳～64歳の要介護認定を受
けている方に、黒潮町の介護保険証をお送りして
います。内容をご確認のうえ、大切に保管してく
ださい。
　介護保険サービスを利用している方は、ケアマ
ネジャーやサービス事業者、施設の方に、新しい
保険証をお見せください。

◆ 新しい介護保険証をご確認ください

◆ 新予防給付と経過的要介護について

要介護認定を申請している方へ

≪「要支援」は平成18年4月から「経過的要介護」に変わりました≫

　平成17年度中に「要支援」と認定されている方
は、法改正により、平成18年4月からは「経過的
要介護」となりました。
　利用できるサービスはこれまでと同じ、グルー
プホーム以外の在宅サービスです。1ヶ月に利用
できる在宅サービスの支給限度額は、61,500円（利
用者負担はこの1割）で、こちらもこれまでと同
じです。

○お問い合わせ
　大方総合支所　健康福祉課  介護保険係　蕁43－2116（直通）
　佐賀総合支所　町民課  介護保険担当　　蕁55－3112（直通）

要支援

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

経過的要介護

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

平成17年度 平成18年度
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現
在
日
本
の
社
会
は
、
人
々
の
価

値
観
の
多
様
化
、
少
子
高
齢
化
、
産

業
構
造
の
変
化
な
ど
、
誰
も
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
、
行
き
先
が
予
測

し
に
く
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
我
が
国
が
活
力
あ
る
社
会

と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
た
め

に
は
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
創
造
性
と
、
感
性
豊
か
で
た

く
ま
し
く
生
き
る
力
を
持
っ
た
人
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
「
子
ど
も
た
ち

が
主
人
公
」
と
す
る
『
土
佐
の
教
育

改
革
』
を
着
実
に
推
進
し
、
基
礎
的

な
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者

が
一
体
と
な
っ
て
、
自
ら
学
び
考
え
、

主
体
的
に
判
断
し
行
動
で
き
る
力
や
、

自
ら
を
律
し
他
人
と
も
協
調
で
き
る

姿
勢
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
そ
し
て
優

し
さ
や
思
い
や
り
の
心
、
美
し
い
も

の
や
自
然
に
感
動
す
る
感
性
な
ど
、

豊
か
な
人
間
性
を
培
う
教
育
環
境
の

充
実
が
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
こ
れ
ら
の
諸
施
策
の
実
施

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
各
学
校
は
も

と
よ
り
関
係
機
関
、
教
育
関
係
者
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
着
実
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

  ・
子
ど
も
た
ち
の
基
礎
学
力
の
定
着

と
学
力
の
向
上

・
保
・
小
・
中
連
携
お
よ
び
地
域
と

の
連
携
教
育
の
推
進

・
生
涯
学
習
の
充
実

①
学
校
教
育
の
充
実
・
向
上

○
子
ど
も
た
ち
を
学
校
の
主
人
公
と

し
て
捉
え
、
ゆ
と
り
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
す
る
中
で
基
礎
・
基
本

の
定
着
と
学
力
向
上
を
重
視
し
、

よ
り
よ
い
社
会
を
創
造
し
て
い
く

人
材
の
育
成

・
わ
か
る
楽
し
さ
、
教
え
る
喜
び

の
あ
る
授
業
を
通
じ
た
、
基
礎

学
力
の
確
実
な
定
着
と
学
力
の

向
上
（
国
・
県
の
支
援
事
業
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
）

・
十
五
年
間
の
教
育
を
見
据
え
た
、

保
・
小
・
中
の
教
育
内
容
の
連

携
と
充
実

・
教
職
員
の
資
質
・
指
導
力
の
向

上
と
指
導
方
法
の
工
夫
改
善

・
豊
か
な
心
を
育
む
道
徳
教
育
の

充
実

○
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
や
、
み
ん

な
で
考
え
、
参
画
す
る
地
域
ぐ
る

み
教
育
の
推
進

・
子
ど
も
や
地
域
の
実
態
に
応
じ

た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推

進
（
創
造
性
豊
か
な
教
育
活
動

の
展
開
）

・
教
科
、
道
徳
、
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
な
ど
の
活
用
に
よ

る
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
一

体
と
な
っ
た
連
携
教
育
の
推
進

・
い
じ
め
や
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
教
職
員
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
き
め

細
や
か
な
対
応
と
地
域
や
P
T
A
・

青
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー
等

と
の
連
携
を
密
に
し
た
生
徒
指

導
の
充
実

○
幼
児
期
か
ら
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
と
と
も
に
、
生
活

体
験
や
自
然
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
社
会
体
験
活
動
を
通
じ

て
生
き
る
力
や
豊
か
な
人
間
性
の

育
成

・
外
国
語
指
導
助
手
（
A
L
T
）

を
有
効
に
活
用
し
、
国
際
感
覚

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
を
め
ざ
し
た
国
際
理
解

教
育
の
推
進

・
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
心
や

よ
り
よ
い
環
境
を
創
造
す
る
た

め
の
実
践
的
な
態
度
・
能
力
を

育
成
す
る
環
境
教
育
の
推
進

○
情
報
機
器
の
基
本
操
作
を
含
む
情

報
活
用
能
力
な
ど
、
高
度
情
報
化

社
会
に
対
応
で
き
る
情
報
教
育
の

推
進

②
障
害
児
教
育
の
推
進

○
適
正
な
就
学
指
導
と
障
害
の
種
類

や
程
度
に
応
じ
た
教
育
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
子
ど

も
の
一
生
涯
を
見
通
し
た
教
育
の

充
実

・
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
障
害
児

教
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
に
、
障
害
の
な
い
子
ど
も

や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
活
動

の
推
進

③
人
権
教
育
の
総
合
推
進
に
よ
る
意

識
の
高
揚

○
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
の

人
権
教
育
の
充
実
を
図
り
、
基
本

的
人
権
を
尊
重
し
、
積
極
的
に
そ

の
解
決
に
向
け
行
動
で
き
る
人
づ

く
り
の
推
進

・
児
童
生
徒
の
進
路
を
保
障
す
る

た
め
の
、
就
学
前
・
小
・
中
・

高
等
学
校
や
学
校
・
家
庭
・
地

域
社
会
の
連
携
を
密
に
し
た
地

域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
の
推
進

○
児
童
館
…
学
習
や
体
験
活
動
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
増

進
し
、
情
緒
を
豊
か
に
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
各
種
事
業
を
開
催
し

な
が
ら
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
む

④
生
涯
学
習
の
推
進

○
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
機
会

の
充
実
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学

習
の
社
会
づ
く
り
を
推
進

・
家
庭
の
教
育
力
の
一
層
の
向
上

と
、
P
T
A
や
町
内
の
社
会
教

育
関
係
団
体
、
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
に
よ
る
校
外
活
動
の

充
実
・
地
域
ぐ
る
み
で
の
青
少

年
の
健
全
育
成

・
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
に

基
づ
い
た
教
育
相
談
活
動
の
充

実

○
大
方
あ
か
つ
き
館
…
「
い
つ
で
も
・

ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
必
要
な

と
き
に
気
軽
に
学
習
で
き
る
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
と
促

進
⑤
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
健
康

教
育
の
充
実

○
自
ら
の
健
康
を
養
う
こ
と
の
で
き

る
教
育
と
、
心
身
共
に
調
和
の
と

れ
た
発
達
を
図
る
た
め
の
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
個
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ

っ
た
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

通
じ
て
、
健
康
や
体
力
、
豊
か

教
　
育
　
委
　
員
　
会
　
便
　
り

教
　
育
　
委
　
員
　
会
　
便
　
り

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

二
〇
〇
六
年
度
教
育
行
政
方
針

◎
基
本
的
な
考
え
方

◎
重
点
目
標

◎
具
体
的
施
策

〜
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
心
豊
か
で

　
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
づ
く
り
〜
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な
心
を
培
う
と
と
も
に
、
楽
し

み
や
生
き
が
い
を
見
い
だ
す
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

⑥
文
化
の
振
興

○
上
林
暁
文
学
館
…
私
小
説
家
「
上

林
暁
」
の
業
績
を
再
確
認
し
、
文

学
へ
の
親
し
み
と
認
識
を
深
め
、

地
域
の
教
育
と
文
化
の
向
上

○
町
立
図
書
館
…
常
に
新
し
い
情
報
、

資
料
を
収
集
整
備
し
、
創
意
と
魅

力
あ
ふ
れ
る
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
の
図
書
館
づ
く
り
の
推
進

⑦
文
化
財
の
保
護
と
活
用

○
文
化
財
お
よ
び
埋
蔵
文
化
財
を
次

世
代
に
継
承
す
る
た
め
の
調
査
と

適
切
な
保
護
の
推
進

・
文
化
財
お
よ
び
埋
蔵
文
化
財
の

公
開
・
活
用
を
通
じ
、
文
化
財

保
護
意
識
の
醸
成
、
豊
か
で
誇

り
を
も
て
る
地
域
づ
く
り
の
推

進

　
合
併
に
伴
い
、
黒
潮
町
内
の
小
中

学
校
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会

蕁
４
３
―
１
０
５
９（
大
方
地
域
）

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
佐
賀
地
域
）

学　校　名

黒潮町立拳ノ川小学校

黒潮町立伊与喜小学校

黒潮町立佐賀小学校

黒潮町立伊田小学校

黒潮町立上川口小学校

黒潮町立南郷小学校

黒潮町立田ノ口小学校

黒潮町立入野小学校

黒潮町立三浦小学校

黒潮町立佐賀中学校

黒潮町立大方中学校

住　　　所

黒潮町拳ノ川243

黒潮町伊與喜78

黒潮町佐賀960

黒潮町伊田565

黒潮町上川口569

黒潮町浮鞭717

黒潮町下田の口1925

黒潮町入野5556

黒潮町出口2480

黒潮町佐賀600

黒潮町入野5220

児童・生徒数

38名

25名

145名

24名

42名

61名

74名

196名

50名

102名

255名

電話番号

55－7355

55－2069

55－2032

44－1129

44－1127

43－1124

43－1119

43－1016

43－1114

55－2027

43－2222

（平成18年3月10日現在）

黒
潮
町
内
の
学
校
紹
介

黒
潮
町
内
の
学
校
紹
介

　
来
所
は
も
ち
ろ
ん
、電
話
で
の
相
談
、

家
庭
訪
問
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

○
相
談
対
応
日
時

　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
※
来
所
は
電
話
で
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
※
対
応
時
間
に
つ
い
て
は
変
更
も
あ

り
ま
す
。

○
相
談
対
応
内
容

幼
児
お
よ
び
青
少
年
の
家
庭
生
活
、

学
校
生
活
、学
習
お
よ
び
健
康
な
ど
、

住
民
か
ら
の
教
育
・
家
庭
生
活
な
ど

の
相
談
。

○
受
　
付

　
黒
潮
町
入
野
八
四
一
番
地
五

　
浜
松
教
育
集
会
所
内
教
育
相
談
所

　
蕁
４
３
―
３
７
５
０

　
※
緊
急
相
談
は
、右
記
以
外
の
時
間

も
受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

　
教
育
相
談
所
と
同
じ
く
、
「
く
じ

ら
る
ー
む
」
も
開
所
し
て
い
ま
す
。

相
談
室
と
別
に
活
動
（
学
習
）
室
も

あ
り
ま
す
。
静
か
で
、
人
に
邪
魔
さ

れ
ず
に
活
動
が
で
き
ま
す
。

○
目
　
的

学
校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い

子
ど
も
た
ち
の
相
談
や
ア
ド
バ
イ

ス
お
よ
び
、
子
ど
も
た
ち
の
諸
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

○
受
け
入
れ

　
小
中
学
生
お
よ
び
保
護
者

○
受
け
入
れ
日
時
（
訪
問
支
援
も
行
い
ま
す
）

　
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
※
祝
日
、休
日
、年
末
年
始
を
除
く

　
※
対
応
時
間
に
つ
い
て
は
変
更
も

あ
り
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

教
育
相
談
所
に
来
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

教
育
相
談
所
に
来
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

教
育
相
談
所
に
来
ま
せ
ん
か
？くじらるーむ は、こんなところくじらるーむ は、こんなところくじらるーむ は、こんなところ

お
知
ら
せ

　
大
方
地
域
の
教
育
委
員
会
は
、

大
方
庁
舎
裏
へ
移
動
し
ま
し
た
。
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去
る
二
月
一
日
、
大
方
地
域
の
灘
、

伊
田
浦
、
伊
田
郷
の
三
つ
の
地
区
の

女
性
た
ち
で
組
織
す
る
消
防
隊
「
伊

田
さ
く
ら
消
防
ク
ラ
ブ
」
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
長
で
あ
る
武
政
ひ
と
み
さ
ん
に

よ
る
と
、「
地
域
住
民
の
防
災
意
識

を
高
め
、
周
囲
に
広
げ
る
取
り
組
み

を
す
る
た
め
に
ク
ラ
ブ
を
作
り
ま
し

た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
十
名
で
、

災
害
時
の
応
急
処
置
を
は
じ
め
と
す

る
救
命
活
動
や
、
訓
練
の
実
施
、
防

災
意
識
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
地
域
で
お
世
話
に
な
り
な

が
ら
生
活
す
る
も
の
と
し
て
、
地
震

災
害
時
だ
け
で
な
く
、
《
何
か
あ
っ

た
と
き
に
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
》

と
い
う
の
が
私
た
ち
の
目
標
で
あ
り

願
い
で
す
。
」
と
の
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
地
域

を
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
い
う
思
い

か
ら
結
成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
は
、
ま
ず

最
初
の
活
動
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
、
三
月
十
二
日
に
、
消
防
署
に

お
い
て
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
各
種
訓
練
な
ど
を
実
施
し

な
が
ら
活
動
資
機
材
の
充
実
を
目
指

し
て
い
る
、
初
々
し
い
ク
ラ
ブ
員
た

ち
で
す
。

　
町
内
の
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年

生
を
対
象
に
、
防
災
意
識
の
向
上
や

火
災
予
防
の
啓
発
を
目
的
と
し
て
、

消
防
署
が
毎
年
行
っ
て
い
る
防
火
・

防
災
標
語
の
募
集
も
昨
年
度
で
十
二

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
も
三
百
五
十
二
点
も
の
多
数

の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、
厳
正
な
審
査

の
結
果
、
上
川
口
小
学
校
五
年
生
の
 

島
田
怜
奈
さ
ん
の
作
品
が
、
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
標
語
は
、
消
防
庁
舎
の
壁
面

に
一
年
間
掲
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、

防
災
関
係
の
広
報
活
動
に
も
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
二
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
神
奈

川
県
川
崎
市
の
田
園
調
布
学
園
大
学

硬
式
野
球
部
が
大
方
球
場
で
春
季
キ
ャ

ン
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
部
は
平
成
十
五
年
に
発
足
し
、

現
在
は
部
員
二
十
五
名
、
神
奈
川
大

学
野
球
連
盟
二
部
リ
ー
グ
に
所
属
し
、

昨
年
の
二
部
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
同
部
が
大
方
球
場
で

春
季
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
の
は
三
回
目

で
す
。

　
監
督
の
関
恕
夫
氏
は
「
使
い
や
す

く
、
紅
白
戦
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
自
然
が
多
く
て
環
境
が
よ
く
、

雨
が
降
っ
て
も
近
く
に
大
規
模
公
園

の
体
育
館
が
あ
り
練
習
で
き
る
。
」

と
大
方
球
場
を
評
価
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
日
頃
の
練
習
や
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ

で
蓄
え
た
力
を
発
揮
さ
れ
、
今
後
の

大
会
な
ど
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

○
大
方
球
場
の
利
用
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所
　

総
務
課
総
務
係

　
蕁
４
３
―
２
１
１
２（
直
通
）

伊
田
さ
く
ら
消
防
ク
ラ
ブ
発
足

伊
田
さ
く
ら
消
防
ク
ラ
ブ
発
足

『
い
つ
か
く
る

 そ
の
日
の
た
め
の
地
域
の
絆
』

結成を機にユニフォームとして「さくら色」の
ブルゾンを作成しました。

看護師や介護福祉士などの資格を持つ方も多い
「伊田さくら消防クラブ」のメンバーです。

第
十
二
回

防
火
・
防
災
標
語
決
定

第
十
二
回

防
火
・
防
災
標
語
決
定

田
園
調
布
学
園
大
学
硬
式
野
球
部

大
方
球
場
で
春
季
キ
ャ
ン
プ

田
園
調
布
学
園
大
学
硬
式
野
球
部

大
方
球
場
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
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三
月
五
日
、
道
の
駅
ビ
オ
ス
お
お

が
た
で
「
み
ん
な
で
黒
潮
テ
レ
ビ
局

を
つ
く
ろ
う
！
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
N
P
O
砂
浜
美
術
館
が

昨
年
か
ら
企
画
し
た
も
の
で
、
当
日

は
住
民
や
小
学
校
児
童
が
、
特
産
物

や
地
元
紹
介
な
ど
、
思
い
思
い
に
題

材
を
決
め
た
も
の
を
取
材
、
撮
影
、

編
集
し
て
作
っ
た
番
組
の
放
送
や
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
、
こ
の
企
画
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
熊
本
県
山
江
村
で
村
民
放

送
を
既
に
実
現
化
し
て
い
る
松
本
住

久
さ
ん
、
岸
本
晃
さ
ん
（
㈲
プ
リ
ズ

ム
）
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
終
了
ま
で
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
し
た
。
　

　
イ
ベ
ン
ト
中
も
、
本
物
の
番
組
撮

影
さ
な
が
ら
、
い
く
つ
も
の
カ
メ
ラ

が
会
場
を
ま
わ
り
、
ス
タ
ッ
フ
関
係

者
も
黒
潮
テ
レ
ビ
局
設
立
の
意
欲
を

一
段
と
強
め
た
様
子
で
し
た
。

　
三
月
十
八
日
、
入
野
漁
港
で
第
八

回
大
方
町
観
光
・
お
さ
か
な
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
が
大
方
町
と
し
て
最
後
と
な

っ
た
観
光
・
お
さ
か
な
祭
り
は
、
あ

い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
新

鮮
な
魚
介
類
を
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。

　
マ
グ
ロ
の
解
体
実
演
お
よ
び
即
売

会
や
各
商
品
の
販
売
店
テ
ン
ト
前
は

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
、
小
中
学

生
を
対
象
と
し
た
、
お
さ
か
な
名
前

あ
て
ク
イ
ズ
で
は
初
め
て
見
る
魚
に

考
え
こ
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
祭
り
の
最
後
に
は
餅
投
げ

が
行
わ
れ
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
来
場
の
皆
さ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
・

出
店
を
し
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
（
東

京
）
で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業

収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
区
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
醸
成
を
図
る

と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

行
う
た
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
旧
大

方
町
で
は
、
馬
荷
・
御
坊
畑
・
橘
川

地
区
で
組
織
す
る
「
か
き
せ
川
地
域

づ
く
り
協
議
会
」（
川
村
渡
会
長
）に

お
い
て
、
同
財
団
法
人
か
ら
緑
化
推

進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
、

収
穫
後
の
田
へ
の
コ
ス
モ
ス
の
種
ま

き
、
道
沿
い
へ
の
あ
じ
さ
い
や
公
園

な
ど
へ
の
桜
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　
か
き
せ
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
で

は
平
成
十
五
年
度
、
流
域
の
地
域
づ

く
り
計
画
を
策
定
し
、
流
域
一
体
と

な
っ
た
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
「
里
の
景

観
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
今
回
の

助
成
事
業
を
受
け
て
実
施
し
た
も
の

で
す
。

　
川
村
会
長
は
「
今
回
地
域
一
体
と

な
っ
て
コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
、
昨

年
十
月
に
地
域
を
楽
し
む
会
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
本
当
に
多
く
の
方
々

に
地
区
に
来
て
い
た
だ
き
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
花
や
緑
が
こ
れ
ほ

ど
人
々
を
集
め
る
と
は
驚
き
で
あ
る
。

こ
の
助
成
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
地

区
流
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
層
の

活
性
化
を
図
り
た
い
。
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
で
は
今
後
も
地
区
住
民
み
ん

な
で
コ
ス
モ
ス
の
花
を
継
続
的
に
咲

か
せ
、
あ
じ
さ
い
な
ど
の
植
栽
の
手

入
れ
や
、
株
を
増
や
し
て
一
層
の
緑

化
推
進
を
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

　
　
蕁
４
３
―
４
５
０
０（
直
通
）

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、

公
共
用
施
設
整
備
な
ど
の
、
住
民
福

祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年

度
よ
り
三
ヶ
年
計
画
に
て
施
工
し
て

い
ま
し
た
、
佐
賀
大
溝
水
路
改
修
工

事（
全
体
延
長
二
百
十
一
メ
ー
ト
ル
）

が
こ
の
た
び
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
水
路
は
、
通
水
断
面
が
小
さ
く

た
び
た
び
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
改
修
に
よ
り
こ
れ

か
ら
は
、
地
域
住
民
も
安
心
し
て
生

活
が
お
く
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
企
画
振
興
課
企
画
振
興
係

　
　
蕁
４
３
―
４
５
０
０（
直
通
）

み
ん
な
で
黒
潮
テ
レ
ビ
局
を
つ
く
ろ
う
!

自
分
た
ち
の
手
作
り
番
組
を
放
送

み
ん
な
で
黒
潮
テ
レ
ビ
局
を
つ
く
ろ
う
!

自
分
た
ち
の
手
作
り
番
組
を
放
送

撮影した番組の説明をする
南郷小学校6 年生の児童たち

うなぎのつかみ捕りの様子

第
8
回 

大
方
町
観
光
・

　   

お
さ
か
な
祭
り
開
催

第
8
回 

大
方
町
観
光
・

　   

お
さ
か
な
祭
り
開
催

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

佐
賀
大
溝
水
路
改
修
工
事
が
完
了

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

佐
賀
大
溝
水
路
改
修
工
事
が
完
了

緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

か
き
せ
川
地
域
づ
く
り
協
議
会

緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

か
き
せ
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
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黒潮カツオ体験隊
（右から、境文子さん、浜町チカ子さん）

カツオ捌き名人による体験前のデモンストレーション

「いただきます。」「おいしいね。」あちこちからそんな親子
の会話がきこえてきました。

　
三
月
十
六
日
、
高
知
市
の
オ
リ
エ

ン
タ
ル
高
知
で
、
第
二
十
回
高
知
県

地
場
産
業
大
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
づ
く
り
体
験
を
通

し
た
食
育
・
交
流
事
業
に
取
り
組
む

黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
が
地
場
産
業
奨

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
は
、
佐
賀
漁

業
協
同
組
合
女
性
部
を
中
心
に
結
成

さ
れ
、
平
成
十
二
年
か
ら
タ
タ
キ
づ

く
り
体
験
受
け
入
れ
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
観

光
客
や
修
学
旅
行
生
に
、
カ
ツ
オ
の

食
文
化
に
触
れ
、
黒
潮
町
の
魅
力
を

思
う
存
分
味
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
事
業
開
始
当
時
は
、
受
け
入
れ
の

度
、港
の
空
き
地
な
ど
屋
外
へ
テ
ン

ト
を
張
り
、
自
前
の
道
具
を
持
ち
寄

っ
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

十
五
年
に
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
づ
く
り

体
験
等
交
流
施
設
（
カ
ツ
オ
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
黒
潮
一
番
館
）
が
完
成

し
、
多
く
の
人
数
の
受
け
入
れ
も
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　
観
光
客
や
修
学
旅
行
生
に
と
っ
て
、

普
段
手
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
一
本

丸
ご
と
の
カ
ツ
オ
を
自
分
で
捌
い
て

藁
で
焼
き
、
タ
タ
キ
づ
く
り
を
す
る

事
の
新
鮮
さ
や
、
地
元
の
漁
師
や
黒

潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
の
人
柄
が
評
判
を

呼
び
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
年
々
受

入
数
も
増
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
色
々
と
試
行
錯
誤
を

重
ね
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
新
し

く
黒
潮
町
に
な
っ
て
、
活
躍
の
場
を

も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い
。
」

（
黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
浜
町
チ
カ
子

さ
ん
）
と
熱
意
を
込
め
て
コ
メ
ン
ト

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
三
月
十
七
日
、
兵
庫
県
西
脇

市
立
あ
ゆ
み
保
育
園
に
お
い
て
、
黒

潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
に
よ
る
タ
タ
キ
づ

く
り
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
あ
ゆ
み
保
育
園
の
園
児
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
保
護
者
、
中
学
生
、
地

域
の
方
々
約
二
百
名
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
て
く
れ
た
参
加

者
は
、
目
の
前
で
み
る
カ
ツ
オ
の
大

き
さ
と
名
人
の
捌
き
方
に
び
っ
く
り

仰
天
。
続
い
て
自
分
た
ち
が
指
導
者

か
ら
捌
き
方
を
伝
授
さ
れ
、
タ
タ
キ

の
藁
焼
き
を
体
験
。
焼
き
あ
が
っ
た

タ
タ
キ
を
切
っ
て
、
皿
鉢
に
盛
り
つ

け
る
ま
で
の
一
連
の
作
業
に
和
気
あ

い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
で
、
楽
し
そ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
ス
ー
パ

ー
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
カ
ツ
オ

丸
ご
と
一
匹
を
自
分
た
ち
の
手
で
調

理
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
そ
れ
を
食

す
こ
と
の
喜
び
を
十
分
に
満
喫
し
た

一
日
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
交
流
を
通
し
て
、
改
め
て
「
正

し
い
食
育
の
あ
り
方
」
「
心
が
つ
な

が
る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス

黒
潮
カ
ツ
オ
体
験
隊
が

　
地
場
産
業
奨
励
賞
を
受
賞

黒潮一番館
蕁 55－3680
午前10時～午後3時
カツオのタタキづくり体験
期　　間　3月～11月（要予約）
受入人数　1名～200名まで
料　　金　お一人様 3,150円～4,000円
　　　　　（地元産の新鮮な食材を使用した食事付き）
所要時間　約2時間

カ
ツ
オ
が
取
り
持
つ
交
流
の
輪
!

〜
黒
潮
一
番
館
の
紹
介
〜

〜
兵
庫
県
西
脇
市
で
の

　
　
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
を
披
露
〜

　
カ
ツ
オ
の
タ
タ
キ
づ
く
り
体
験
等

交
流
施
設
『
カ
ツ
オ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
黒
潮
一
番
館
』
で
は
、
カ
ツ
オ

の
タ
タ
キ
体
験
だ
け
で
は
な
く
、
カ

ツ
オ
の
タ
タ
キ
定
食
、
魚
の
フ
ラ
イ

定
食
（
し
め
じ
の
天
ぷ
ら
付
き
!
）、

う
ど
ん
や
黒
潮
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
ラ

ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
や
ビ
ー
ル
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
黒
潮
ラ
ー
メ
ン
は
、
黒
潮
町
の
特

産
物
「
完
全
天
日
塩
」
が
使
用
さ
れ

た
、
あ
っ
さ
り
塩
味
の
ラ
ー
メ
ン
で

す
。

　
時
期
に
よ
っ
て
は
、
休
業
の
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
遠
方
か
ら
お
越

し
の
際
は
事
前
に
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

黒
潮
一
番
地

黒
潮
一
番
地

黒
潮
一
番
地

黒
潮
一
番
地
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T-SHIRT ART EXHIBITION　～ ひ ら ひ ら し ま す ～

「
私
た
ち
の
町
に
は
美
術
館
が
あ
り
ま
せ
ん
。

  

美
し
い
砂
浜
が
美
術
館
で
す
。
」

　
五
月
一
日（
月
）か
ら
六
日（
土
）

に
か
け
て
、
大
方
入
野
の
浜
で
T

シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
応
募
受
付
を
三
月
十
七
日
に
終

了
し
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
個
性

溢
れ
る
作
品
が
集
ま
っ
た
N
P
O

砂
浜
美
術
館
事
務
局
で
は
、
で
き

あ
が
っ
た
T
シ
ャ
ツ
の
仕
分
け
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
四
月
下
旬
か
ら
、
杭
打
ち
や
T

シ
ャ
ツ
張
り
な
ど
の
準
備
が
行
わ

れ
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
N
P
O
砂

浜
美
術
館
を
紹
介
し
ま
す

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
N
P
O

砂
浜
美
術
館
は
、
道
の
駅
ビ
オ
ス

お
お
が
た
情
報
館
に
事
務
局
を
置

き
、ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

受
付
や
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
の

公
園
管
理
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
入
野
の
浜
を
拠
点
に
、
周
り
の

自
然
や
あ
る
も
の
を
活
か
し
た
企

画
作
り
が
と
て
も
魅
力
的
で
「
潮

風
の
キ
ル
ト
展
」「
漂
流
物
展
」「
ら

っ
き
ょ
う
の
花
見
」
な
ど
、
私
た

ち
の
町
は
年
間
を
通
じ
て
イ
ベ
ン

ト
が
満
載
で
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
計
八
名
、
イ
ベ
ン

ト
に
よ
っ
て
は
町
内
外
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
お
り
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力

の
も
と
で
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
青
い
海
と
空
の
な
か
、
自
分
の
作
品
が

ひ
ら
ひ
ら
と
そ
よ
ぐ
姿
を
見
て
楽
し
む
も

よ
し
、た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
お
気
に

入
り
を
探
し
出
す
の
も
、こ
の
T
シ
ャ
ツ
ア

ー
ト
展
の
醍
醐
味
で
す
。

　
今
年
も
、
佐
賀（
坂
折
）の
伊
与
木

川
河
岸
で
、
約
百
三
十
匹
の
こ
い
の

ぼ
り
・
カ
ツ
オ
の
ぼ
り
の
川
渡
し
を

行
い
ま
す
。

　
冬
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
心

和
ま
せ
る
こ
の
場
所
は
、
列
車
や
国

道
沿
い
か
ら
佐
賀
を
通
過
す
る
際
に

見
え
る
事
も
あ
り
、
毎
年
町
内
外
た

く
さ
ん
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
こ
い
の
ぼ
り
と
カ
ツ
オ
の
ぼ

り
で
す
。

　
河
岸
沿
い
に
連
な
っ
て
植
栽
さ
れ

た
桜
も
少
し
ず
つ
で
す
が
、
大
き
く

成
長
し
、
綺
麗
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。

　
天
気
の
良
い
日
に
お
弁
当
を
持
っ

て
、
気
持
ち
の
良
い
風
を
受
け
な
が

ら
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
と
カ
ツ
オ
の
ぼ

り
を
眺
め
て
の
ん
び
り
す
る
の
も
い

い
で
す
よ
。

イベント情報イベント情報

〜 

黒
潮
町
の
空
を
泳
ぎ
ま
す 

〜

こ
い
の
ぼ
り
・
カ
ツ
オ
の
ぼ
り

〜 

黒
潮
町
の
空
を
泳
ぎ
ま
す 

〜

こ
い
の
ぼ
り
・
カ
ツ
オ
の
ぼ
り

〜 

黒
潮
町
の
空
を
泳
ぎ
ま
す 

〜

こ
い
の
ぼ
り
・
カ
ツ
オ
の
ぼ
り

〈場所〉佐賀（坂折）　伊与木川の上
〈期間〉川渡し 4月15日予定
　  　　     　　5月10日頃まで

できあがったTシャツは一つ一つチェックして仕分けされます。

ー 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
N
P
O
砂
浜
美
術
館
主
催 

ー

第
18
回 

T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

第
18
回 

T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

第
18
回 

T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

第
18
回 

T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

NPO 砂浜美術館
〒789－1911
高知県幡多郡黒潮町
浮鞭3573－5
TEL43－4915
FAX43－1527
http://sunabi.com/
e-mail
nitari@sky.quolia.com
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4月　日／曜日 事　業　名 実施場所 ・ 実施時間

17日（月）

胸部レントゲン検診

愛 　 育 　 相 　 談

健 　 康 　 相 　 談

基 　 本 　 健 　 診

胸部レントゲン検診

胸部レントゲン検診

愛 　 育 　 相 　 談

愛 　 育 　 相 　 談

子 宮 が ん 検 診

健 　 康 　 相 　 談

米原集会所　
有井川 川の内　
有井川集会所　
灘集会所　

大方くじら保育園 

上川口浦集会所　

加持ふれあいセンター　
旧東部保育園　

（浮津地区対象）

加持ふれあいセンター  
北郷小学校前 
大井川バス終点広場  
浮津集会所  
鞭老人憩いの家  

20日（木）

21日（金）

24日（月）

25日（火）

26日（水）

錦野集会所　
芝・中央保育園前　
保健福祉センター　

鞭老人憩いの家
蜷川健康支援センター
有井川集会所

JA高知はた南部出張所
加持ふれあいセンター
上川口分団屯所前

上川口郷集落センター
御坊畑集会所　

田野浦集会所　

保健福祉センター 
（西部地区対象）

鞭集会所

浜松保育園

5月　日／曜日 事　業　名 実施場所 ・ 実施時間

8日（月）

9日（火）

11日（木）

12日（金）

15日（月）

健 　 康 　 相 　 談

浮津集会所　
錦野集会所　

健 　 康 　 相 　 談

基 　 本 　 健 　 診

胸部レントゲン検診

愛 　 育 　 相 　 談

胸部レントゲン検診

乳 　 児 　 健 　 診

田野浦集会所　
出口・旧三浦小学校跡県道脇
　　　　　　

保健福祉センター　
（中部西部地区対象）

蜷川健康支援センター　
上川口分団屯所前　
伴太郎集会所　
蜷川健康支援センター　
伊田漁民センター　

保健福祉センター　

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

大
方
地
域

健
康
で
元
気
な
か
ら
だ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
を
大
方
地
域
・
佐
賀
地
域
に
分
け
て

表
示
し
て
お
り
ま
す
。

行
事
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
せ

　
大
方
地
域
　
大
方
総
合
支
所
　

健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
地
域
　
佐
賀
総
合
支
所
　

健
康
対
策
課
保
健
係
　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

9：00～09：15
9：30～09：35
9：50～10：50

11：00～11：20

9：30～11：00

13：00～14：30

9：30～10：30
13：30～14：30

9：00～10：20
10：40～11：10
11：20～11：30
13：00～14：00

 14：10～15：40

9：00～09：50
10：00～11：30
13：00～15：00

9：30～10：30
13：30～14：00
15：00～16：00

9：30～10：30
13：30～14：00
15：00～16：00

10：00～11：30

9：30～10：30

9：30～11：00

9:30～10:30
13：30～14：30

9：30～10：30
13：30～14：30

9:30～10:30
10：00～11：00

9：00～11：30

　　　　　　13：20～14：30

10:00～11:30

9：00～09：50
10：05～11：35
13：00～13：10
13：35～14：10
14：30～15：50

13：00～13：30



広報くろしお  №1　平成18年4月 創刊号澎

4月　日／曜日 事　業　名 実施場所 ・ 実施時間

5月　日／曜日

8日（月）

9日（火）

10日（水）

15日（月）

17日（水）

18日（木）

23日（火）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

事　業　名

乳児・1歳6ヶ月健診

伊与喜ミニディサービス

漁民センターミニディサービス

横 浜 愛 育 健 康 相 談

馬地ミニディサービス

鈴ミニディサービス

総合健診（拳ノ川校区）

総 合 健 診（ 鈴 校 区 ）

総合健診（伊与喜校区）

ポ　　　　リ　　　　オ

実施場所 ・ 実施時間

17日（月） 横 浜 愛 育 健 康 相 談 佐賀老人憩いの家　9:30～11:00

25日（火） 上分ミニディサービス 上分集会所　         9:30～11:00

デイサービスセンターこぶし

伊与喜集会所

漁民センター

佐賀老人憩いの家

馬地集会所

総合保健センター
総合センター

鈴漁民センター

デイサービスセンターこぶし

鈴漁民センター

林業総合センター

佐
賀
地
域

　通常は身体に害を与えることのない大

腸菌の中には、病気を引き起こす性質を

持つ病原性大腸菌があり、その中でも病

原性大腸菌Ｏ－157は「ベロ毒素」とい

う猛毒を作り出し、感染力と毒性が強く、

激しい出血性の下痢や発熱・嘔吐などの

症状を伴うこともあります。

　この「ベロ毒素」は、蛋白質の合成を

妨げ、大腸粘膜の細胞を壊し、溶血性尿

毒症症候群という病気を引き起こす場合

もあり、中にはひどい貧血や腎臓・脳に

重い障害を生じさせたりすることもある

のです。

　また、潜伏期が長いため原因が特定し

難く、汚染された食品が流通してしまっ

たり、二次感染（調理器具や水などを介

して菌が食物に移ること）で感染が広ま

る可能性があります。

１）はじめは「だるい」「元気がない」といった風邪に似た症状

２）感染後4～9日でへそから下腹部にかけての激しい腹痛と下痢

３）水溶性の下痢から1～2日後に出血性の下痢

４）発熱や嘔吐

【Ｏ－157って何？】
こんな症状には要注意！こんな症状には要注意！

○食品の保存、運搬、調理
・食材はよく洗い、肉などは十分に加熱を！（75℃以上で1分間

加熱すれば菌は死滅します。冷凍された食品は特に注意しま
しょう。）

・なまものは早めに調理し、できれば野菜などと同じまな板を
使わないこと。

・冷蔵庫や冷凍庫を過信しないようにしましょう。
○食品を扱う際
・帰宅時、調理前、料理中、食事前、用便後などには十分な手

洗いを！（調理中に肉や魚、髪などに触れた時もしっかり手を
洗いましょう。）

・食材ごとに調理用具（まな板、包丁、ふきん、菜箸など）をよ
く洗い、たわしやスポンジも清潔に！

・なまものを扱ったまな板は熱湯などでこまめに消毒しましょう。
○飲料水の衛生管理に気を付けましょう。（井戸水などの生水は

沸かしてから）

食中毒は夏にだけ起こるものだと思っていませんか？？暖かく過ごしやすい季節となっ

てきましたが、逆にＯ-157の発生率はこれから高くなっていく危険性があります！！

感染を予防するために感染を予防するために

これからの季節はＯ－157にご注意を！

13:00～（佐賀全校区対象）

09：30～11：00

09：30～12：00

09:30～11:00

09:30～11:00

11:30～（拳ノ川・伊與喜・鈴校区）
14:00～（佐賀校区）

10:00～15:00



澑広報くろしお  №1　平成18年4月 創刊号

　
粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
す
る
も
の
は
、
主
に
家
庭
の
日
常
生
活
か
ら

出
る
、
家
具
・
家
電
製
品
（
リ
サ
イ
ク
ル
家
電
を
除
く
）・
台
所
用
品
・

自
転
車
な
ど
町
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
で
二
メ
ー
ト
ル
以
下

の
も
の
、
二
人
で
か
か
え
ら
れ
る
程
度
の
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
粗
大
ご
み
一
個
に
つ
き
一
枚
の
「
黒
潮
町
粗
大
ご
み
指
定
証

票
」
を
貼
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
い
収
集
品
目
、
収
集
日
に
つ
い
て
は
、
全
戸
配
布
す
る
「
黒

潮
町
の
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
、「
平
成
十
八
年
度
一
般
ご
み
の
収

集
計
画
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
収
集
す
る
粗
大
ご
み

・
家
電
製
品
類

　
扇
風
機
、
掃
除
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、

コ
タ
ツ
な
ど

・
家
具
類

　
机
、
イ
ス
、
た
ん
す
、
ベ
ッ
ド
、

た
た
み
、
ふ
と
ん
（
し
ば
っ
て
出

す
）
な
ど

・
そ
の
他

　
自
転
車
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー

ブ
な
ど

※
注
意
事
項

・
分
解
出
来
る
も
の
は
分
解
し
て
、

ひ
も
で
し
っ
か
り
し
ば
っ
て
整
理

し
て
く
だ
さ
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
タ
ン
ク
の
中
に
油

類
や
水
、
電
池
な
ど
が
入
っ
て
い

る
も
の
は
、
全
部
ぬ
い
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
粗
大
ご
み
の
日
と
、
家
庭
ご
み
の

日
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
収
集
し
な
い
粗
大
ご
み

・
リ
サ
イ
ク
ル
品

　
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ

ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
パ
ソ
コ
ン
、

自
動
車

・
産
業
廃
棄
物

　
瓦
、
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
建
築
用
資
材
、

タ
イ
ヤ
、
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
、
バ

ッ
テ
リ
ー
、
車
の
座
席
な
ど

・
機
械
・
器
具
類

　
ド
ラ
ム
缶
、
農
機
具
、
漁
具
、
電

動
機
、
ト
ラ
ン
ス
、
エ
ン
ジ
ン
、

バ
イ
ク
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
大

工
道
具
、
金
属
工
具
、
ピ
ア
ノ
、

ボ
ー
ト
、
精
米
機
、
毛
糸
編
み
機
、

電
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
、
大
型
コ
ピ

ー
機
、
足
踏
み
ミ
シ
ン
、
温
水
器

（
ボ
イ
ラ
ー
本
体
お
よ
び
丸
型
タ

ン
ク
）
、
直
径
十
二
ミ
リ
以
上
の

金
属
、
棒
、
厚
さ
四
ミ
リ
以
上
の

鋼
板
・
鉄
、
布
、
ロ
ー
プ
類
、
積

層
さ
れ
た
金
属
板
、
消
火
器

・
危
険
物

　
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン

ナ
ー
、
灯
油
な
ど
の
入
っ
た
容
器
、

農
薬
、
塗
料
溶
剤
、
化
学
薬
品
、

酸
・
ア
ル
カ
リ
性
液
体
な
ど

・
大
型
粗
大
ご
み

　
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

　
　
収
集
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

各
自
で
販
売
店
や
解
体
業
者
な
ど

に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
処
分
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
　
住
民
課
環
境
保
全
係

　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
　
建
設
課
水
道
環
境
係

蕁
５
５
―
３
７
０
０（
直
通
）

●
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

　
自
動
車
税
の
納
期
は
五
月
三
十
一
日
ま

で
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
グ
リ
ー
ン
税
制
の
た
め
一
部
の

自
動
車
は
税
額
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
四
月
一
日
現
在
で
車
検
切
れ
の

自
動
車
に
は
、
納
税
通
知
書
は
送
付
い
た

し
ま
せ
ん
。

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど
の
自
動
車

税
の
減
免
申
請
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
早
め
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
領
収
書
の
右
側
の
納
税
証
明
書
は
車
検

の
際
に
必
要
で
す
の
で
、
車
検
証
と
と
も

に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
幡
多
県
税
事
務
所

　
蕁
３
５
―
５
９
７
２

●
交
通
事
故
で
困
っ
た
と
き
は

　
近
年
の
交
通
事
故
は
複
雑
化
す
る
傾
向

に
あ
り
、
解
決
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

自
動
車
保
険
（
自
賠
責
保
険
お
よ
び
任
意

自
動
車
保
険
）
の
請
求
に
つ
い
て
、
専
門

の
相
談
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
第
一
金
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
は
無
料
の
弁
護
士
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。（
弁
護
士
相
談
は
予
約
制
・

要
面
談
）

　
保
険
の
請
求
で
お
困
り
の
際
に
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―
８
２
５
―
０
３
１
８

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

粗
大
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

○受 付 締 切／平成18年5月12日（金）
○応 募 資 格／日本国籍を有し、平成19年4月1日現在、22歳以上26歳未満（22歳未満は大卒者［見込み含む］）大学院修士
　　　　　　　　課程修了者（見込み）は28歳未満
○試　　験　　日／第1次試験：平成18年5月20（土）・21日（日）（21日は飛行要員のみ）
○試 験 会 場／高知市内
○給　　与　　等／初任給213,300円（1年後241,200円）　昇給年1回　賞与4.4ヶ月
○お問い合わせ／〒787－0033 四万十市中村大橋通6－3－7　自衛隊四万十募集事務所　蕁35－3096

自衛隊幹部候補生募集　 ― 実現! 幹部への道 ―



広報くろしお  №1　平成18年4月 創刊号濂

リサイクル
商品

自分で引取場所に
持って行く

リサイクル料金
（リサイクル券は郵便局で）

小売店に引取りを
依頼

グループ

テレビ

冷蔵庫

冷凍庫

洗濯機

エアコン

松下電器、東芝グルー
プ、日本ビクター、ダ
イキン工業、LG電子
ジャパン、コロナ、日
本サムスン

国虎商店　　　　　　
四万十市古津賀3045（
雅ヶ丘団地の近く、県
西部廃品回収事業協同
組合）　蕁 34－1731

左記リサイクル料金
に収集運搬料金が加
算されます（収集運
搬料金については、
取引を依頼する小売
店にお問い合わせく
ださい。）

日 立 製 作 所 、 三 菱 電
機、三洋電機、シャー
プ、ソニー、富士通ゼ
ネラル、アイワ、パイ
オニア、船井電機など
指定法人ルート（NEC,
その他）

日本通運（株）中村営
業所ペリカン便
四万十市具同7221-3

（具同工業団地奥詰）
蕁 37－4502

テ　レ　ビ

冷　蔵　庫

冷　凍　庫

エ ア コ ン

洗　濯　機

2,700円 

4,600円 

4,600円 

3,500円 

2,400円 

家電リサイクルの方法

家庭での使用済みパソコンのリサイクル方法
パソコンの種類 リサイクル方法 改修再資源化料金

不要

回収するメーカーの
問い合わせ方法

PCリサイクルマーク
がついた製品

PCリサイクルマーク
がついてない製品

メーカーが倒産・自
分で組み立てた・輸
入販売会社の製品

メーカーに回収申し込みをすると、メー
カーより振込用紙かエコ郵パック伝票の
送付があります。振込用紙が送付されて
きた場合はお金を振り込めばエコ郵パッ
ク伝票が送付されてきます。エコ郵パッ
ク伝票が送付されてきたら、パソコンを
簡易包装し、伝票を貼り付けて、戸口集
配かお客様持ち込みで再資源化センター
に郵送してください。

パソコン3R推進センターに回収申し込
みをします。センターより振込用紙の送
付があります。リサイクル料金を振り込
むと、エコ郵パック伝票が郵送されてき
ます。パソコンを簡易包装し、エコ郵パ
ック伝票を貼り付けて、戸口集配かお客
様持ち込みで再資源化センターに郵送し
てください。

必要金額は機種によ
り異なる（メーカー
から送られてきた振
込用紙で支払い）

必要金額は機種によ
り異なります。（パ
ソコン 3 Ｒ推進セン
ターから送られてき
た振込用紙で支払い）

パソコンを買った小売店
に問い合わせる。メーカ
ーのホームページにアク
セスして探す。

パソコン3R推進センター
TEL 03－5282－7685
http://www.pc3r.jp

○お問い合わせ
　大方総合支所住民課環境保全係　蕁43－2800（直通）　　　佐賀総合支所建設課水道環境係　蕁55－3700（直通）

家電のリサイクルとパソコンの
リサイクルについて

家電のリサイクルとパソコンの
リサイクルについて

家電のリサイクルとパソコンの
リサイクルについて
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三
月
二
十
四
日
、
黒
潮
町
の
各
地

域
で
小
学
校
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
三
月
で
休
校
と
な
る
馬
荷
小

学
校
で
は
、
馬
荷
小
学
校
の
児
童
と

し
て
最
後
の
卒
業
生
を
送
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た
矢
野
亜

寿
美
さ
ん
が
、
四
月
か
ら
田
ノ
口
小

学
校
へ
バ
ス
通
学
と
な
る
七
名
の
下

級
生
一
人
ひ
と
り
に
励
ま
し
の
言
葉

を
送
り
、
最
後
に
「
私
は
、
最
後
の

馬
荷
小
学
校
の
卒
業
生
で
よ
か
っ
た

で
す
。
」
と
感
謝
の
込
も
っ
た
お
別

れ
の
言
葉
を
告
げ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
中
に
は
、
保
護
者
や
学
校

関
係
者
以
外
に
も
、
こ
の
学
校
で
小

学
校
生
活
を
過
ご
し
た
地
域
の
方
々

や
卒
業
生
が
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
、

た
っ
た
ひ
と
り
の
卒
業
式
で
も
、
た

く
さ
ん
の
方
に
お
祝
い
さ
れ
、
新
し

い
中
学
生
活
へ
の
心
強
い
第
一
歩
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

馬
荷
で
見
つ
け
ま
し
た

馬
荷
小
学
校
　
卒
業
生
を
送
り
休
校
に

た
っ
た
ひ
と
り
の
卒
業
式

た
っ
た
ひ
と
り
の
卒
業
式

月

4

5

日

自　　　至

10～16

17～23

24～30

1～ 3

4

5

6

7

8～14

15～21

22～28

29～31

当番店（大方地域） 当番店（佐賀地域）

小松メンテナンス

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

大方設備センター

小松メンテナンス

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

大方設備センター

小松メンテナンス

タ カ ハ シ 水 道

平 野 住 設

大方設備センター

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

道 倉 水 道

中村住設大方営業所

前 田 電 工

吉 本 水 道

道 倉 水 道

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

㈱ 土 居 建 設

谷 口 水 道

西 部 緑 化 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

西 部 緑 化 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

西 部 緑 化 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

西 部 緑 化 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設

当番店の連絡先・所在地 ※当番日以外でも要請があった場合には対応いたします。

○お問い合せ
大方総合支所　健康福祉課水道係 蕁43－2114（直通）
佐賀総合支所　建設課水道環境係 蕁55－3700（直通）

大方地域

電話番号
店　　名 住　　所

事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

佐賀地域

大方設備センター

小松メンテナンス

タカハシ水道設備

㈱中村住設大方営業所

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

43－1420

43－4522

43－1936

43－0211

44－1513

43－1149

43－2096

43－2024

31－3603

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野5196－70

上田の口1578

出口372－2

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

入野544－4

拳 ノ 川 住 設

西 部 緑 化 建 設 ㈱

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

55－7371

55－2435

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2316

55－3388

55－2382

拳ノ川1781

熊井245

佐賀2773

伊與喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

水
道
給
水
工
事
指
定
店 

当
番
一
覧
表

りっぱなソメイヨシノが満開でした。 馬荷冷泉：成分は硫黄


